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バス（※）

活用したことがある
知っている

本年度実施した
過去に実施した
実施したことがない

2.酪農教育ﾌｧｰﾑに関する認知度調査（回答15）

知らなかった

授業プログラム
教材

思う
検討する
思わない

1.これまで学校で酪農体験を実施したことがあるか？（回答14）

アンケート調査（選択式回答）

※自治体の無料バスなどの活用

3.酪農教育ﾌｧｰﾑ活動に「食といのちの学び」があると思うか？（回答17）

4.本研修会を受けて取り組んでみたいと思うか？(回答14)

5.体験活動のほかにどのような支援があると良いか？(回答14)複数回答

（実施している）

実践事例
その他

学校への講師派遣



中学校教頭
小学校教諭

大学生

小学校教諭
大学生
中学校栄養教諭

小学校教諭

小学校教諭

小学校教諭
中学校栄養教諭
小学校教諭
小学校教諭
小学校教諭
小学校教諭

小学校教諭
小学校教諭
小学校教諭
小学校教諭
中学校栄養教諭
小学校教諭

小学校教諭

小学校教諭

中学校栄養教諭

大学生

大学生

小学校教諭

中学校教頭

中学校教頭

小学校教諭
大学生 予想として保護者の理解、牧場との連携、授業時数との兼ね合いなど

小学校教諭

小学校教諭

小学校教諭 修学旅行の目的と合致させ、教職員や保護者の説得
中学校栄養教諭 管理職の理解

アンケート調査（記述式回答）

5年生社会科。総合的な学習の時間（食育）
総合的な学習の時間（食育、職業）
総合的な学習の時間、社会科で食育や酪農業について学習

３学期の４年生社会科で活用できると考えています
修学旅行の内容。個人的には道徳などの授業や総合的な学習の時間
修学旅行と総合的な学習の時間

5年社会科「日本の食料生産」（５年時の滝野宿泊学習での体験活動を行うなどして）

修学旅行。今日の話を聞いて知ったことや得たことを、授業や他の先生方に広げたり活用し
たりしたい。

田山先生のおっしゃった通り、小学校では修学旅行で行うのがベスト

給食の残量とからめて、食の大切さを総合的な学習の時間で扱う
得た情報を授業のなかで活用など、教員になったときに備えて情報をより集めていきたい
宿泊学習、修学旅行のなかに組み入れたい

食育（総合的な学習の時間で5年生がテーマとして取り組んでいる）。修学旅行の中の体験
学習の１つとして（6年生の職業学習）

理科、牛とその食料のサイクルや一生を絡める。体験活動の事前学習として「牛」そのものを
知る必要があると思うから

総合的な学習の時間で「命の大切さを学ぶ」。牛乳から酪農の大変さや工夫。牛について学
ぶことを通して食べること、命の大切さを感じる

Ｑ．本研修会で受講した内容をどのように自身の活動に生かすか？
地域の各学校への啓蒙
是非、修学旅行で体験を取り入れてみたいと思いました

給食時間といった身近なところで、話をしていきたい。体験活動は難しくとも、栄養教諭との
連携で授業化したい

社会科とからめ、食に関する指導のなかでよく考えて取り組みたい
家庭科で栄養や給食と関連づけて

得た情報を授業のなかに活用できればいいなと思います
総合的な学習の時間ほか活用したい

社会科5年「食料生産」、食育（食べもの「いただきます」までの道、フードリサイクル）

５年生の総合的な学習の時間。５年生で食育を学校として扱っているため

宿泊らを伴う活動での職業体験。道徳での命の大切さ。特別活動（給食）におけるランチ
ルームでの指導内容として

中学3年生の社会科。地理、歴史科の延長に公民科で総合的に取り上げられないか模索

食に関する学習として牛乳の効用

校内でのコンセンサス。教科の基礎・基本の徹底を追いすぎて、先生方の新たな教材開発
の意欲がなくなってきている。

近くに酪農体験できる施設が少ない。よって、修学旅行などで行く必要がある。他の農業や
漁業の体験だと近くで実施できるところがある。

体験活動の時間をつくること

Ｑ．酪農体験はどのような教育の場面で活用できると思ったか

Ｑ．酪農体験を自身の学校で実施する場合に課題となるものは？

札幌近郊で修学旅行での体験にいかせると思うが、料金などもふくめた検討。教科とどうか
らめるかなど。



小学校教諭 お金がかかることや授業カリキュラムの変更など
小学校教諭 バス移動なども含め高学年でないと難しいか
小学校教諭 修学旅行の内容等の大幅な改変にあたって、まわりの理解

小学校教諭

小学校教諭

小学校教諭

小学校教諭

小学校教諭

中学校栄養教諭

小学校教諭

大学生

小学校教諭

本日はありがとうございました。どんなテーマであろうと教材化が大切だと、改めて実感しま
した。

夏に村上牧場での研修に参加させていただき、とても驚くような体験、発見があり、今回も参
加させていただきました。忘れてしまうこともあるので、常にこのような研修に参加させていた
だきたいなと思います。

「牛乳を飲む」という重さが改めて理解できました。グループワークも面白かったです。

思えば、大学でしっかりと体験学習について学んだことがないので、とても新鮮でした。特に
社会科とたくさん結び付けることができそうで、話に熱中してしまいました。今回の資料、大切
に使わさせていただきます。ありがとうございました。

子どもが体験することの大切さを改めて感じました。「食」「いのち」は教えるだけでなく、子ど
もが自分で感じることが大切だと思いました。そのために、酪農の体験はとても良い教材とな
ると思いました。今日は、本当にありがとうございました。

Ｑ．感想、意見、要望など

田山先生、廣瀬さんのお話を聞けて、とても参考になりました。特に廣瀬さんが「伝えようとす
ることが大切」とおっしゃっていたことが心に残りました。田山先生の７m絵手紙すごいです！
一歩でも近付けるように頑張ります。

体験活動をする時の参考になりました。改めて食・命にかかわることを子どもたちに伝えたい
と思いました。ありがとうございました。

自分自身も是非、酪農体験をしなければと思いました。酪農と食という分かりやすいピンポイ
ント的な事柄で学べてとてもよかったです。

とても勉強になりました。知らないことも多く、色々なことに気づきました。授業や教育プログ
ラムを考える際の多角的な視点の重要性にも改めて気づかされました。


